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平成 3年 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

シンボルマーク 

わ
ら
 

せ
ら
ぎ
ま
つ
り
 

7 月の陽光の中、みごとに咲いた花菖蒲 

開
か
れ
る
 

「第
二
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
牧

場
、花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
」
 

が
七
月
六
日
か
ら
十
四
日
ま
で

の
九
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ま
つ
り
は
、
同
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
委
員
長
・
小
山

内
有
義
助
役
）
が
主
催
し
、
市

や
五
所
川
原
市
観
光
協
会
、
五

所
川
原
商
工
会
議
所
、
市
内
各

農
業
協
同
組
合
な
ど
が
後
援
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

昨
年
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
 

「花
菖
蒲
ま
つ
り
」
を
、
市
営

毘
沙
門
牧
場
が
隣
接
し
て
い
る

こ
と
か
ら
黒
毛
和
牛
の
P
R
と

豊
か
な
自
然
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
規
模
を
拡

大
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。
（
関連
記
事
一
了
三
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

シンボルマーヲ
広報

らら
ぎ
ま
つ
り

聞
か
れ
る

「第
二
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
牧

場
、
花
日
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
」

が
ヒ
月
六
日
か
ら
十
四
日
ま
で

の
九
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
同
ま
つ
り

実
行
委
員
会

(委
員
長
・
小
山

内
有
義
助
役
)
が
主
催
し
、
市

や
五
所
川
原
市
観
光
協
会
、
五

所
川
原
商
工
会
議
所
、
市
内
各

農
業
協
同
組
合
な
ど
が
後
援
し

て
聞
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
花
百
蒲
ま
つ
り
」
を
、
市
営

毘
沙
門
牧
場
が
隣
接
し
て
い
る

こ
と
か
ら
黒
毛
和
牛
の

P
R
と

監
か
な
自
然
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
規
模
を
拡

大
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
よ
関
連
記
事
二
1
2
ス
l
ジ

に
蝿
載
)

前月比

男 23，716 ‘ (- 6) 
女 26，415 ¥ (+ 5) 
計 50，131 I (ー 1) 
世帯数 16 ， 412 (ー 2) 
( 6月初日現在住民基本台帳)
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ま
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わら牧場、花菖蒲せせらぎまつり 

かな自然を満喫 

平成 3 年（1991年）8 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第740号）② 

子供に大人気のポニー 

「私がー番よ」ー子供声よし大会 

ウサギやニワトI)に直接さわることができた
小動物園 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
工
業

用
水
道
セ
ン
タ
ー
前
で
花
火
を

合
図
に
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
こ
の
後
出

席
者
た
ち
は
、
毘
沙
門
小
学
校

鼓
笛
隊
六
十
五
人
を
先
頭
に
、
 

見
事
に
咲
き
誇
る
花
菖
蒲
を
見

な
が
ら
メ
ー
ン
会
場
ま
で
パ
レ
 

ー
ド
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
佐
々
木
市
長
が
 
フ」
 

こ
の
花
菖
蒲
は
明
治
神
宮
か
ら

株
分
け
し
て
も
ら
っ
た
貴
重
な

花
で
す
。
こ
の
ま
つ
り
を
通
し

て
郷
土
を
愛
す
る
豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
 
 

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

初
日
の
六
日
に
は
、
毘
沙
門

小
学
校
鼓
笛
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
漆
川
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る

登
山
ば
や
し
と
獅
子
舞
が
、ま

た
、
七
日
に
は
子
供
声
よ
し
大

会
、
民
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

六
、
七
日
を
通
し
て
、
牛
鍋

の
サ
ー
ビ
ス
や
ポ
ニ
ー
に
乗
っ

て
み
よ
う
、
小
動
物
園
、
牛
の

体
重
当
て
ク
イ
ズ
、
宝
さ
が
し

大
会
、
牧
場
遊
覧
バ
ス
、
青
空

市
場
な
ど
親
子
で
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
七
日
を
誘
致
企
業
感

謝
デ
ー
と
銘
打
っ
て
、
市
内
の

誘
致
企
業
に
勤
め
て
い
る
方
々

を
招
待
し
ま
し
た
。
 

広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
ー
帯

に
は
、
八
十
三
種
類
、
約
三
万

本
の
花
菖
蒲
が
咲
き
誇
っ
て
お

り
、
会
期
中
は
好
天
に
恵
ま
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
約
八
千
人
の

市
民
が
訪
れ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
 

牛
の
体
重
当
て
ク
イ
ズ
 

（
敬
称略
）
 

！
▽
ズ
バ
リ
賞
 

〇
横
島
せ
つ
、

小
坂
ひ

ろ
子

（以
上
石
田

坂
）
、
泉

谷
正
逸
、

さ
と
う
み
な
、

み
け
た
と
き
こ
（
以
上

毘
沙
門
）
、長
尾
英
樹

（
松野
木
）
、エ
藤
静
子
（
豊
 

成
）
、新
谷
新
（
漆

川
）
 

管
 

(
 

(第740号)②

わら牧場、花菖蒲せせらぎまつり

かな自然を満喫

広報ごしょがわら平成3年(1991年)8月1日

初
日
の
開
会
式
で
は
、
工
業

用
水
道
セ
ン
タ
ー
前
で
花
火
を

合
図
に
関
係
者
に
よ
る
テ
l
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
こ
の
後
出

席
者
た
ち
は
、
昆
沙
門
小
学
校

鼓
笛
隊
六
十
五
人
を
先
頭
に
、

見
事
に
咲
き
誇
る
花
笛
蒲
を
見

な
が
ら
メ
l
ン
会
場
ま
で
パ
レ

ー
ド
し
ま
し
た
。

式
で
は
佐
々
木
市
長
が
「
こ

こ
の
花
古
蒲
は
明
治
神
宮
か
ら

株
分
け
し
て
も
ら
っ
た
食
重
な

花
で
す
。
こ
の
ま
つ
り
を
通
し

て
郷
土
を
愛
す
る
豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

「私が一番よ」一子供声よし大会一

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

初
日
の
六
日
に
は
、
毘
沙
門

小
学
校
鼓
笛
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
漆
川
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る

登
山
ば
や
し
と
獅
子
舞
が
、
ま

た
、
七
日
に
は
子
供
声
よ
し
大

会
、
民
謡
シ
ョ

ー
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

六
、
七
日
を
通
し
て
、
牛
鍋

の
サ
ー
ビ
ス
や
ポ
ニ

l
に
乗
っ

て
み
よ
う
、
小
動
物
園
、
牛
の

体
重
当
て
ク
イ
ズ
、
宝
さ
が
し

大
会
、
牧
場
遊
覧
パ
ス
、
青
空

市
場
な
ど
親
子
で
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
七
日
を
誘
致
企
業
感

謝
デ
l
と
銘
打
っ
て
、
市
内
の

誘
致
企
業
に
勤
め
て
い
る
方
々

を
招
待
し
ま
し
た
。

広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー

一
帯

に
は
、
八
十
三
種
類
、
約
三
万

本
の
花
百
蒲
が
咲
き
誇
っ
て
お

り
、
会
期
中
は
好
天
に
恵
ま
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
約
八
千
人
の

市
民
が
訪
れ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

子供に大人気のポ二一

牛
の
体
重
当
て
ク
イ
ズ

(
敬
称
略
)

，
マ
ズ
バ
リ
賞

。
横
島
せ
っ
、
小
坂
ひ
ろ
子

(以
上
石
田
坂
)、

泉

谷
正
逸
、
さ
と
う
み
な
、
み
け
た
と
き
こ

(以
上

毘
沙
門
)
、
長
尾
英
樹

(松
野
木
)
、
工
藤
静
子

(豊 ウサギやニワトリに直接さわることができた
小動物園



「デッカイ牛だな～。何キ口あるのかな？」 

「さあ～みんなで宝さがしだ」 

連日大勢の人でにぎわった青空市場 

③平成 3 年（1991年）8月1日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第740号） 

8月4日～7日 

月日（曜） 時間 行 	事 場 所 

8 月1日（村 18:30- 大町夜の歩行者天国 大 町 路 上 

8 月 2 日園 8:30- 

18:30- 

市 民 交 通 安 全
ゲートボール大会 

大町夜の歩行者天国 

岩
 
大
 
木
 
町
 
河
 
路
 
原
 
上
 

 

8 月 3 日仕） 12:00- チャリテイ第 2 回
青森県歌謡選手権 

市民文化会館 

8 月 4 日（日） 8:00- 
9:00- 

9:00- 

10:30- 

18:30- 

19:30- 

東北・北海道馬力大会 

虫 	お 	く 	り 

五所川原市民将棋大会 

げ 	ん 	と 	忌 

虫送り火まっり 

花 火 	大 会 

岩 木 河 原

市 内 一 円 

富士見コミュ
ニテイセンタ― 

フ ラ ワ ー 
セ ン タ ー 

駅前～ 
岩木河原 

岩 木 河 原 

8 月 5 日（月） 10: 00- 

18:00- 

19:00- 

な が し お ど,'j 
神明宮本町前夜祭 
（宵宮） 

ね 	ぷ 	た 

市 内 一 円 

仮宮青銀構内 

市 内 一 円 

8 月 6 日（刈 io:oo- 

12:00- 

19:00- 

神明宮本町例祭

県下登山ばやし大会 

ね 	ぷ 	た 

仮宮青銀構内 

市 役 所
お祭り広場 

市 内 一 円 

8 月 7 日（加 8:00- 

8: 30- 

9:30- 

東北闘 鶏 大会 

西北五（小学校・
中学校）相撲大会 

ね 	ぷ 	た 

岩 木 河 原 

市営相撲場 

市 内 一 円 

第2回ごしょが 

親子で豊 
五
所
川
原
 

「虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
 

③平成 3年(1991年)8月1日 広報ごしょがわら (第740号)

8月4日'-7日 五
所
川
原

「
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」

月日 (限) 時間 fr ー- 事 場所

8月1R(木)18: 30-大田I夜の歩行者天国 大田T路上

8月21:J(jお 8:30-
市民交通安全

岩木河原
ゲートボール大会

18: 30-大田I夜の歩行者天国 大町路上

8月3口(t)12: 00-
チャリティ第 2回

市民文化会館
青森県歌謡選手権

8月4日(日) 8:00-東北 ・北海道馬力大会 岩木河原

9:00-虫 お く 市内 一円

9:00-五所川原市民将棋大会
富士兄コミュ
ニティセン宇一

10:30-If ん と ，忌
フラワー
センター

18:30-虫送り火まつり
駅前~
岩木河原

19:30- 花 火 大 4z』zz 岩木河原 l

8月5日例)10: 00-ながしおど.~) 市内一円

18: 00-
神明宮本町前夜祭

仮宮青銀構内
(宵宮)

19 :00-ね ..S{' た 市内一円|

8月6日制 10:00-神明宮本田I例祭 仮宮青銀構内

12:00-県下登山ばやし大会
市役所
お祭り広場

19:00-ね ..S~ た 市内 一円

8月7日(水) 8:00-東北闘穏大会 岩木河原

8:30-
西北五(小学校・

市営相撲場中学校)相撲大会

9:30-ね ，与f た 市内一円

第2回ごしょが

親子で

「テεツカイ牛だな~。何キ口あるのかな?J 

「さあ~みんなで宝さがしだ」

連日大勢の人でにぎわった青空市場



平成 3年（1991年）8 月1日 広報ごしょがわら 	 （第740号）④ 

兼
館
A
チ
ー
ム
 

（
木
造
町）
⑦藤

代
G
B
C
ー
弘
 

長
 
前
市
）
、⑧
建
設
 

肺
 
G
B
K

（
五
所
 

的
 
川
原
市
）
 

農
業
振
興
・
福
祉
の
充
実
な
ど
を
要
望
 

ー
知
事
と
語
る
つ
ど
い
ー
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

「知
事
と
語
る
つ
ど
い
」
が

七
月
十
一
日
、五
所
川
原
県
合

同
庁
舎
で
開
か
れ
、
西
北
五
地

域
の
住
民
十
五
人
が
、
人
口
問

題
や
農
業
振
興
、
福
祉
の
充
実

な
ど
を
北
村
知
事
に
要
望
し
ま

し
た
。
 

知
事
と
語
る
つ
ど
い
は
、
地

域
住
民
の
生
の
声
を
聞
き
、
県

政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
開
い
て

い
る
も
の
で
、
五
所
川
原
市
か

ら
は
、
川
浪
豊
さ
ん
（
市内
藻

川
・
商
業
）
、坂
本
ま
ゆ
み
さ
ん
 

（
市内
下
岩
崎

・
福
祉
施
設
勤

務
）
の
二
人
が出
席
し
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
北
村
知
事
が
 
「若
者

た
ち
が
定
住
で
き
る
魅
力
と
活

力
あ
る
青
森
県
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
今
日
は
き
た
ん
の
な
い

積
極
的
な
意
見
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
 

続
い
て
質
疑
応
答
に
入
り
、
 

川
浪
さ
ん
は
①
定
住
促
進
の
た

め
に
は
、
若
者
が
生
中
楽
し
め

る
施
設
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
②
 
 

県
は
国
の
農
政
を
そ
の
ま
ま
受

け
る
だ
け
で
は
な
く
、
二
十
一

世
紀
を
展
望
し
た
農
政
が
必
要

だ
と
思
う
。
と
質
問
し
、
こ
れ

に
対
し
北
村
知
事
は
、
①
津
軽

岩
木
リ
ゾ
ー
ト
地
域
の
整
備
等

を
含
め
、
前
向
き
に
検
討
し
て

行
き
た
い
。
②
国
の
農
政
は
無

視
で
き
な
い
が
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
農
政
は
不
可
欠
で
、
 

今
後
も
そ
の
方
針
で
推
進
し
て

い
き
た
い
。と
回
答
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、坂
本
さ
ん
は
「高
齢
化

社
会
に
向
け
て
、
在
宅
、
地
域

福
祉
が
主
張
さ
れ
て
き
て
い
ま
 
 

す
が
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
福

祉
マ
ン
パ
ワ
ー
の
増
員
を要
望

し
ま
す
」
と
質
問
し
、
こ
れ
に

対
し
北
村
知
事
は
「
県
で
は
ホ
 

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
増
員
を
行

っ
て
お
り
、
地
域
福
祉
の
向
上

を
目
指
し
て
い
る
が
、
今
後
と

も
要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
」
 

と
回
答
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
、
出
席
者
か
ら
は

国
際
交
流
、
道
路
整
備
、
人
材

育
成
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

最
後
に
北
村
知
事
が
 
「今
日

出
さ
れ
た
意
見
を
、
今
後
の
県

政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
ま
と
め

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
知
事
と

語
る
つ
ど
い
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

第
八
回
青
森
県
ゲ
ー
ト
ボ

ー
 

ル
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
五
所
川
原

大
会
が
七
月
二
十
日
・
一
干
一

日
の
両
日
、
市
役
所
裏
の
ゲ

ー
 

ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に
、
県
内

各
地
か
ら
百
二
十
七
チ
ー
ム
、
 

約
千
二
百
人
の
選
手ら
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
県
警

察
学
校
音
楽
隊
の
演
奏
に
よ
り

堂
々
の
入
場
行進
の
あ
と
、
木

村
定
光
大
会
長
、
名
誉
会
長
の

佐
々
木
策
造
市
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
後
潟
チ
ー
ム
（
青
 

開
か
れ
る
 

森
市
）
の
梅
田
二
郎
さ
ん
（
召

が
選
手
の
代
表
し
て
宣
誓
し
て

開
会
式
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

大
会
が
行
わ
れ
た
両
日
は
、
 

時
折
り
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の

天
候
で
し
た
が
、
参
加
し
た
選

手
た
ち
は
雨
に
も
め
げ
ず
、
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
む
つ
チ
ー
ム
（
むつ
市
）
、②

八
甲
田
チ
ー
ム
（
十和
田
湖
町
）
、
 

③
新
生
ク
ラ
ブ
（
青森
市
）
、④

下
町
B
チ
ー
ム

（柏
村
）
、⑤
下

川
原
町
チ
ー
ム

（
浪
岡
町）
、⑥
 

五所川原市から出席した川

浪さん（右）と坂本さん（左） 

《
 

(第740号)@

福
祉
の
充
実
な
ど
を
要
望

|
知
事
と
語
る
つ
ど
い
|

す
が
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
福

祉
マ
ン
パ
ワ
l
の
増
員
を
要
望

し
ま
す
」
と
質
問
し
、
こ
れ
に

対
し
北
村
知
事
は
「
県
で
は
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
l
等
の
増
員
を
行

っ
て
お
り
、

地
域
福
祉
の
向
上

を
目
指
し
て
い
る
が
、
今
後
と

も
要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
出
席
者
か
ら
は

国
際
交
流
、
道
路
整
備
、
人
材

育
成
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
北
村
知
事
が
「
今
日

出
さ
れ
た
意
見
を
、
今
後
の
県

政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
ま
と
め

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
知
事
と

語
る
つ
ど
い
を
終
了
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
l
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

聞
か
れ
る

農
業
振
興

• 

「
知
事
と
語
る
つ
ど
い
」
が

七
月
十

一
日
、
五
所
川
原
県
合

同
庁
舎
で
聞
か
れ
、
西
北
五
地

域
の
住
民
十
五
人
が
、
人
口
問

題
や
農
業
振
興
、
福
祉
の
充
実

な
ど
を
北
村
知
事
に
要
望
し
ま

し
た
。

知
事
と
語
る
つ
ど
い
は
、

地

域
住
民
の
生
の
声
を
聞
き
、
県

政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
聞
い
て

い
る
も
の
で
、
五
所
川
原
市
か

ら
は
、
川
浪
笠
さ
ん
(
市
内
藻

川
・
商
業
)
、
坂
本
ま
ゆ
み
さ
ん

(市
内
下
岩
崎

・
福
祉
施
設
勤

務
)
の
二
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
北
村
知
事
が
「
若
者

た
ち
が
定
住
で
き
る
魅
力
と
活

力
あ
石
青
森
県
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
今
日
は
き
た
ん
の
な
い

積
極
的
な
意
見
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。続い
で
質
疑
応
答
に
入
り
、

川
浪
さ
ん
は
①
定
住
促
進
の
た

め
に
は
、
若
者
が
年
中
楽
し
め

る
施
設
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
②

県
は
国
の
農
政
を
そ
の
ま
ま
受

け
る
だ
け
で
は
な
く
、

二
十
一

世
紀
を
展
望
し
た
農
政
が
必
要

だ
と
思
う
。
と
質
問
し
、
こ
れ

に
対
し
北
村
知
事
は
、
①
津
軽

岩
木
リ
ゾ
ー
ト
地
域
の
整
備
等

を
含
め
、
前
向
き
に
検
討
し
て

行
き
た
い
。
②
自
の
農
政
は
無

視
で
き
な
い
が
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
農
政
は
不
可
欠
で
、

今
後
も
そ
の
方
針
で
推
進
し
て

い
き
た
い
。
と
問
答
し
ま
し
た
。

ま
た
、
坂
本
さ
ん
は
「
高
齢
化

社
会
に
向
け
て
、
在
宅
、
地
域

福
祉
が
主
張
さ
れ
て
き
て
い
ま

森
市
)
の
梅
田
二
郎
さ
ん

(η)

が
選
手
の
代
表
し
て
宣
誓
し
て

開
会
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

大
会
が
行
わ
れ
た
両
日
は
、

時
折
り
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の

天
候
で
し
た
が
、
参
加
し
た
選

手
た
ち
は
雨
に
も
め
げ
ず
、
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
む
つ
チ
l
ム
(
む
つ
市
)、
②

八
甲
田
チ
l
ム
(
十
和
田
湖
町
)、

③
新
生
ク
ラ
ブ

(青
森
市
)、
④

下
町
B
チ
l
ム
(
柏
村
)、
⑤
下

川
原
町
チ
l
ム

(
浪
岡
町
可
⑥

兼
館
A
チ
l
ム

(木
造
町
可
⑦
藤

代
G
B
C
)
弘

前
市
)
、
③
建
設

G
B
K
(五
所

川
原
市
)

第
八
回
青
森
県
ゲ
l
ト
ボ
ー

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
五
所
川
原

大
会
が
七
月
二
十
日

・
二
十

一

日
の
両
日
、
市
役
所
裏
の
ゲ
ー

ト
ボ
l
ル
場
を
会
場
に
、
県
内

各
地
か
ら
百
二
十
七
チ
l
ム
、

約
千
二
百
人
の
選
手
ら
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
閉
会
式
で
は
、
県
警

察
学
校
音
楽
隊
の
演
奏
に
よ
り

堂
々
の
入
場
行
進
の
あ
と
、
木

村
定
光
大
会
長
、
名
誉
会
長
の

佐
々
木
築
造
市
長
の
あ
い
さ

つ

に
続
い
て
、
後
潟
チ
l
ム
(
青

広報ごしょがわら

知事と語るつど い

五所川原市から出席した川|
浪さん(右)と坂本さん(左)
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釜落教育長に本を手渡す皆さん 

道行く人に交通安全を訴える保育園児たち 

大会宣言を読み上げる斎藤千秋さん 

無
事

故
を
願

い
市
民
大
会
 

夏
の
交
通
安
全
運

動
 

市
立
小

・
中
学
校
へ
 
近
世

古
文
書

図
書
を
寄
贈
 
解
読
 

ー
青
森
県
ア
イ
サ
ー
ク
ル

ー
 

講

習
会
 

夏
の
交
通
安
全
運
動
（
七
月

二
十
一
日、
三
十
日
→
日
間
）
 

に
先
立
ち
七
月
二
十
日
、
交
通

安
全
市
民
大
会
と
車
両
パ
レ

ー
 

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
役
所
前
お
祭
り
広
場
で
開

か
れ
た
市
民
大
会
は
、
市
交
通

安
全
対
策
協
議
会
（
会
長
・
佐

々
木
策
造
市
長
）
が
主
催
し
て

開
か
れ
た
も
の
で
、
交
通
安
全

協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど

関
係
団
体
か
ら
約
二
百
人
と
車

両
二
十
台
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
佐
々
木
市
長
が
 

「こ
れ
か
ら
夏
休
み
や
夏
ま
つ

り
が
開
か
れ
る
な
ど
、
気
が
緩

み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
気
を
引

き
締
め
て
交
通
事
故
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
」
 
と
あ
いさ
つ

し
、
続
い
て
宮
崎
元
吉
五
所
川

原
警
察
署
長
ら
が
激
励
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
参
加
者
を
代
表
し
て

市
町
内
会
連
合
会
の
斎
藤
千
秋

事
務
局
長
が
大
会
宣
言
を
読
み

上
げ
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

「」
の
あ
と
、
参
加
者
た
ち
は

一
一班
に
分
か
れ
て
市
内
全
域
を

車
両
パ
レ
ー
ド
し
、
市
民
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
期
間
中
に
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
・
母
の
会
・
保
育園

児
に
よ
る
街
頭
呼
び
か
け
や
飲

酒
運
転
追
放
飲
食
店
巡
回
、
自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
競
技
会

な
ど
を
実
施
し
、
交
通
事
故
防

止
を
訴
え
ま
し
た
。
 

全
国
色
覚
異
常
の
子
供
を
守

る
父
母
の
会
青
森
県
ァ
イ
サ

ー
 

ク
ル

（玉
井
純
子
代
表
）
は
七

月
九
日
、「ク
レ
パ
ス
の
色
が
見

分
け
ら
れ
ま
す
か
」
と
題
す
る

図
書
を
市
立
小
・
中
学
校
へ
各

一
冊
計
二
十
三
冊
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
サ
ー
ク
ル
が
色

覚
異
常
児
の
教
育
に携
わ
る
小
・

中
学
校
の
先
生
方
に
読
ん
で
も
 
 

ら
っ
て
、
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
玉
井
代
表
ら
五

人
が
市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
 

釜
落
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
贈
に
対
し
釜
落
教
育

長
は
「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
 
と
お札
を

述
べ
ま
し
た
。
 

▽
日
時
 
八
月
十
八
日
（
日
）
 

午
前
十
時
、
午
後
四

時
 

▽
場
所
 
市
中
央
公
民
館

▽
定
員
 
五
十
名
 

▽
テ
キ
ス
ト
代
 
五
百
円
 

（申
込
み
と
同
時
に
納
入
し
て

下
さ
い
）
 

▽
講
師
 
〇
神
野
高
行
氏
（
県

文
化
財
保
護
協
会
常
任
理
事
）
 

〇
豊
島
勝
蔵
氏

（
市
文
化財
審

議
委
員
）
 

▽
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
●
⑩
二
一
一
一

番
内
線
二
五
〇
番
）
 

▽
主
催
 
県
文
化
財
保
護
協
会
、
 

県
立
図
書
館
、
市
教
育
委
員
会
 

無
事
故
を
願
い
市
民
大
会

ー
夏
の
交
通
安
全
運
動
|

大
会
で
は
、
佐
々
木
市
長
が

「
こ
れ
か
ら
夏
休
み
や
夏
ま
つ

り
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
気
が
緩

み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
気
を
引

き
締
め
て
交
通
事
故
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
続
い
て
ん
目
的
一
応
吉
五
所
川

原
融
行
察
官
引
長
ら
が
激
励
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
行
を
代
表
し
て

市
町
内
会
連
合
会
の
斎
藤
千
秋

事
務
局
長
が
大
会
宣
言
を
読
み

k
げ
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

(第740号)広報ごしょがわら

反
の
交
通
安
全
運
動

(じ
川

一一
卜
一
u
iて一
卜
日
|
卜
日
間
)

に
先
立
ち
仁
川
二
ト
口
、
交
通

安
全
市
民
大
会
と
わ
車
両
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
前
お
祭
り
広
場
で
聞

か
れ
た
市
民
大
会
は
、
市
交
通

安
全
対
策
協
議
会

(会
長
・
佐

々
木
栄
造
市
長
)
が
主
催
し
て

聞
か
れ
た
も
の
で
、
交
通
安
全

協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど

関
係
同
体
か
ら
約
二
斤
人
と
唱

両
二
十
台
が
参
加
し
ま
し
た
。

①平成3年(1991年)8月1日

こ
の
あ
と
、
参
加
者
た
ち
は

二
班
に
分
か
れ
て
市
内
全
域
を

卓
両
パ
レ
ー
ド
し
、
市
民
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
朋
問
中
に
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
・
母
の
会

・
保
育
園

児
に
よ
る
街
頭
呼
び
か
け
や
飲

酒
運
転
追
放
飲
食
庖
巡
川
、
円

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
競
技
会

な
ど
を
実
施
し
、
交
通
事
故
防

止
を
訴
え
ま
し
た
。

大会宣言を読み上げる斎藤千秋さん

市
JL 

中
学
校
へ

図
書
を
寄
贈

|
青
森
県
ア
イ
サ
ー
ク
ル
ー

全
国
色
覚
異
常
の
子
供
を
守

る
父
母
の
会
青
森
県
ア
イ
サ
ー

ク
ル

(玉
井
純
チ
代
表
)
は
七

月
九
日
、
「
ク
レ
パ
ス
の
色
が
見

分
け
ら
れ
ま
す
か
」
と
屈
す
る

同
苫
を
市
立
小

・
中
学
校
へ
各

一
冊
計
二
卜
三
冊
を
寄
贈
し
ま

し
た
。これ
は
、

同
サ
ー
ク
ル
が
色

党
異
常
児
の
教
育
に
携
わ
る
小
・

中
学
校
の
先
生
方
に
読
ん
で
も

道行く人に交通安全を訴える保育園児たち

• 

ら
っ
て
、

理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
玉
井
代
表
ら
五

人
が
市
教
育
委
品
会
を
訪
れ
、

釜
山
泡
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
寄
贈
に
対
し
釜
山
泡
教
育

長
は
「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

近
世
古
文
書

解
読
講
習
会

釜若教育長に本を手渡す皆さん

八
月
十
八
日

(日
)

午
前
十
時
1
午
後
四

主
寸

マ
場
所

市
中
央
公
民
館

マ
定
員

五
十
名

マ
テ
キ
ス
ト
代

五
百
円

(申
込
み
と
同
時
に
納
入
し
て

下
さ
い
)

マ
講
師

O
神
野
高
行
氏

(県

文
化
財
保
護
協
会
常
任
理
事
)

O
豊
島
勝
蔵
氏

(市
文
化
財
審

議
委
員
)

マ
申
込
み
先

市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

(
宮
⑮一

一
一
一
一

番
内
線
二
五
O
番
)

マ
主
催

県
文
化
財
保
護
協
会
、

県
立
図
書
館
、
市
教
育
委
員
会

マ
日
時
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一
私
の
風
景

」
 

ー
こ
こ
が

好
き
で

す
 
⑤
 

一
 
一P
 俊
 
道
さ
ん
 

（
市内
鶴
ケ

岡
字
川
袋

一
五
四
 
四
）
 

一
岩
木

川
原

」
 

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら
支
給
開
始
で
す
が
、
本
人
の
希

望
に
よ
り
繰
上
げ
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
繰
上
げ
請
求
し
た
と
き
の
年
齢
に
応
じ
た
率
で
減
額
さ
れ
、
 一
生
、
減

額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

受
け
取
る
総
金
額
を
、
六
十
歳
受
給
と
六
十
五
歳
受
給
と
で
比
較
す
る
と
、
そ
の

人
が
七
十
一
歳
を
過
ぎ
た
時
点
で
、
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
、
そ
れ
以
降
は
、
六
十
五
歳

か
ら
の
方
が
多
く
な
り
、
受
給
期
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
差
が
大
き
く
な

る
ば
か
り
で
す
。
 

自
分
が
ど
の
く
ら
い
生
き
ら
れ
る
か
誰
も
知
ら
な
い
こ
と

で
す
が
、
人
生
八
十
年
の
今
、
老
後
の
年
金
生
活
は
、
確
実

に
長
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
の
繰
上
げ
請
求

は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
、
決
し
て
有
利
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
 

自
分
の
健
康
状
態
と
か
、
今
ど
う
し
て
も
年
金
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
の
か
、
な
ど
よ
く
考
え
て
、
悔
の
な
い
よ
う
、
 

気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
 

老齢基礎年金の 

繰上請求を考えましよう 

請求時年齢 減額率 

ハU
l
~
23
4
5
  

6
6
6
6

6
6
  

歳
歳
歳
歳
歳
歳
  

4
3
2

2
ー
  

2
5
8

n
U1
0
  

%
%
%
%

%
%
  

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当

の
現
況
届
を
 

我
が
家
の
裏
庭
は
大
し
た
も

の
で
、
悠
々
と
岩
木
川
が
流
れ
、
 

野
花
や
野
草
が
生
い
茂
る
川
原

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
 

顔
を
少
し
上
げ
る
と
、
津
軽

の
秀
峰
岩
木
山
が
目
に
と
び
こ

ん
で
く
る
こ
の
景
色
を
、
朝
、
 

タ
土
手
に
登
っ
て
眺
め
る
毎
日

で
す
。
 

そ
の
川
原
に
数
年
前
、
ひ
と

す
じ
の
散
歩
道
が
で
き
ま
し
た
。
 

三
好
橋
下
か
ら
、
市
役
所
ウ

ラ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
迄
、
約

五
キ
ロ
続
き
ま
す
。
 

春
は
草
原
に
黄
色
い
ジ
ュ

ー
 

タ
ン
を
敷
き
つ
め
る
タ
ン
ポ
ポ

の
中
を
、
鼻
歌
ま
じ
り
で
歩
き
、
 

秋
は
肌
寒
い
風
に
揺
れ
る
ス
ス

キ
の
中
を
、
遠
い
青
春
の
感
傷

に
ひ
た
り
な
が
ら
、
五
十
肩
の

腕
を
ふ
り
あ
げ
、
油
の
切
れ
た

膝
を
屈
伸
さ
せ
な
が
ら
、
こ
の

川
原
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。
 

母
子
家
庭
等
の
児
童
に
児
童

扶
養
手
当
、
児
童
に
障
害
の
あ

る
方
に
は
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

＠
支
給
対
象
 

①
何
等
か
の
理
由
に
よ
り
、
 

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
十
八
才
未
満
の
児
童
を
母
が

養
育
し
て
い
る
場
合
 

②
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度

の
障
害
の
あ
る
場
合
 

③
十
八
才
未
満
の
児
童
を
父

母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る

人
に
児
童
扶
養
手
当
支
給
 

④
二
十
才
未
満
で
心
身
に
障
 
 

害
の
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い

る
父
母
に
特
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
 

⑥
申
請
手
続
 

新
し
く
申
請
す
る
方
は
、
 

〇
戸
籍
謄
本
（
家
族
全
員
分
）
 

〇
住
民
票
謄
本
 

〇
銀
行
口
座
確
認
書

（福
祉
事

務
所
に
有
）
 

〇
印
鑑
、
保
険
証
 

※
な
お
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
毎
年
一
回
八
月
に
そ
の

年
の
現
況
を
届
け
出
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
所
定
の
関
係

書
類
を
添
付
し
、
手
続
き
を
し
 
 

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
を
し

な
け
れ
ば
、
八
月
以
降
の
手
当

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

o
提
出
期
間

（厳
守
）
 

・

ロ
座
払
の
方
 
八
月
一
日

、
 

八
月
六
日
ま
で
 

・

郵
便
局
払
の
方
 
八
月
十
九
 

日
、
八
月
二
十
六
日
ま
で
 

持
参
す
る
も
の
 

〇
受
給
証
書
 

〇
住
民
票
 

〇
印
鑑
、
そ
の
他
 

提
出
先
 
市
福
祉
事
務
所
児
 

童
係
（
”
三
五
ー
二
一
一
一
番
 

内
線
二
四
三
）
 

《
 

(第740号)@

「
岩
木
川
原
」

私
の
風
景
-

唱
}
唱
}
が
好
き
で
す

⑤ 

一

戸

俊

道

さ

ん

(市
内
鶴
ヶ
岡
字
川
袋
一
五
四

l
四
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我
が
家
の
裏
庭
は
大
し
た
も

の
で
、
悠
々
と
岩
木
川
が
流
れ
、

野
花
や
野
草
が
生
い
茂
る
川
原

が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

顔
を
少
し
上
げ
る
と
、
津
軽

の
秀
峰
岩
木
山
が
日
に
と
び
こ

ん
で
く
る
こ
の
景
色
を
、
朝
、

タ
土
手
に
登
っ
て
眺
め
る
毎
日

で
す
。

そ
の
川
原
に
数
年
前
、
ひ
と

す
じ
の
散
歩
道
が
で
き
ま
し
た
。

三
好
柄
下
か
ら
、
市
役
所
ウ

ラ
の
ゲ

1
ト
ボ

l
ル
場
迄
、
約

五
キ
ロ
続
き
ま
す
。

春
は
草
原
に
渋
色
い
ジ
ュ

ー

タ
ン
を
般
き
つ
め
る
タ
ン
ポ
ポ

の
中
を
、
鼻
歌
ま
じ
り
で
歩
き
、

秋
は
肌
寒
い
風
に
揺
れ
る
ス
ス

キ
の
中
を
、
速
い
青
春
の
感
傷

に
ひ
た
り
な
が
ら
、
五
十
肩
の

腕
を
ふ
り
あ
げ
、
油
の
切
れ
た

膝
を
屈
伸
さ
せ
な
が
ら
、
こ
の

川
原
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。

で
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
を
し

な
け
れ
ば
、
八
月
以
降
の
手
当

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

O
提
出
期
間

(厳
守
)

・
口
座
払
の

方

八

月

一
日
1

八
月
六
日
ま
で

-
郵
便
局
払
の

方

八

月
十
九

日
1
八
月
二
十
六
H
ま
で

持
参
す
る
も
の

O
受
給
証
芯

O
住
民
票

O
印
鑑
、
そ
の
他

提
出
先

市
福
祉
事
務
所
児

童
係
(
宮
三
五
|
一
一
一
一
一

番

内
線
二
四
三
)

児
童
扶
養
手
当
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
現
況
屈
を

母
子
家
庭
等
の
児
童
に
児
童

扶
養
手
当
、
児
童
に
障
害
の
あ

る
方
に
は
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
支
給
対
象

①
何
等
か
の
理
由
に
よ
り
、

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
十
八
才
未
満
の
児
童
を
母
が

養
育
し
て
い
る
場
合

②
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度

の
防
害
の
あ
る
場
合

③
十
八
才
未
満
の
児
童
を
父

母
に
か
わ

っ
て
養
育
し
て
い
る

人
に
児
童
扶
養
手
当
支
給

④
二
卜
才
未
満
で
心
身
に
障

老齢基礎年金の

繰上請求を考えましょう

• 

害
の
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い

る
父
母
に
持
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
。
申
請
手
続

新
し
く
申
訪
す
る
方
は
、

O
戸
籍
謄
本

(家
族
全
員
分
)

O
住
民
票
謄
本

O
銀
行
口
座
確
認
書
(
福
祉
事

務
所
に
有
)

O
印
鑑
、
保
険
証

※
な
お
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
毎
年

一
川
八
月
に
そ
の

年
の
現
況
を
届
け
出
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
所
定
の
関
係

抗
日
類
を
添
付
し
、
手
続
き
を
し

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
六
卜
五
歳
か
ら
支
給
開
始
で
す
が
、
本
人
の
希

望
に
よ
り
繰
上
げ
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
繰
上
げ
請
求
し
た
と
き
の
年
総
に
応
じ
た
率
で
減
額
さ
れ
、

一
生
、
減

額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
け
取
る
総
金
額
を
、
六
卜
歳
受
給
と
六
卜
五
歳
受
給
と
で
比
較
す
る
と
、
そ
の

人
が
ヒ
ト

一
歳
を
過
ぎ
た
時
点
で
、
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
、
そ
れ
以
降
は
、
六
十
五
歳

か
ら
の
方
が
多
く
な
り
、
受
給
期
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
差
が
大
き
く
な

る
ば
か
り
で
す
。

白
分
が
ど
の
く
ら
い
生
き
ら
れ
る
か
誰
も
知
ら
な
い
こ
と

で
す
が
、
人
生
八
十
年
の
今
、
老
後
の
年
金
生
活
は
、
確
実

に
長
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
の
繰
上
げ
請
求

は
、
あ
な
た
に
と

っ
て
、
決
し
て
有
利
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

臼
分
の
健
康
状
態
と
か
、
今
ど
う
し
て
も
年
金
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
の
か
、
な
ど
よ
く
考
え
て
、
悔
の
な
い
よ
う
、

気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

減額率

42% 
35% 
28% 
20% 
11% 
0% 

請求昨年齢

60歳
6 1 jま
62歳
63歳
64歳
65歳



警察官募集 

レ受験資格 

O）警察官B （高校・短大卒業者） 

昭和39年 4 月 2 日～昭和49年 4 月 1日ま 

でに生れた男子（警察官A の受験資格を 

有する人を除く） 

②）交通巡視員 日召和43年 4 月 2 日～昭和49 

年 411 1I 1までに生れた女子 

レ受付期間 8 月19日～ 9 月 9 日 

レ試験日 第一次10月 6 日、第二次11月中 

旬、最終合格発表12月中旬 

レ問い合せ 五所川原警察署総務課（,35 

2141)、各派出I折・駐在所二・青森県警察本 

部警務課（か0177 23-4211) 

市
街
地
の
南
に
位
置
し
、
岩

木
川
に
隣
接
し
て
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
、
野
球
場
、
テ
ー
ー
 

ス
コ
ー
ト
、
相
撲
場
が
あ
り
、
 

そ
の
東

に
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
 

ム
、
体
育
館
、

図
書
館

と
続
き

ま
す
。
 

図
書
館

の
ま
わ
り
の
数
＋
本

の
ポ
プ

ラ
並
木
の
木
も

れ
日
、
 

数
年
前
植
栽
し

た
、
花
菖
蒲

園
、
 

更
に
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、

国

指
定
の
重
要
文
化
財

の
旧
平
山

家
へ
と
、
散
策
の
道
と
し
て
、
 

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

史跡 丑L止 
)L 器 散歩 
公園 ”入7 

市内の公園・文化碑
史跡等を紹介してい

きます 

②菊ケ丘運動公園 

1 言士見コミセノ 

誤体育館 「， 
’動労青少年ホーム 可 

成田干空句碑 	l 
●図書館 

史民俗資料館 

．小山吉朗川柳句碑 

t 
キ 
サ 
サ 
ゲ 
の 
衝 

、ノ 

⑦平成 3 年（1991年）8 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第740号） 

警察雀十では、 8 月中 「行方不明の人をさがす

相談所」 を開設しております‘ 

〇突然居なくなった 

〇出稼ぎに行ったまま音信が途絶えた など、 

青森県では、1 .043人の人達が不明となっており

ます。 

この中から一人でも身元の確認ができる様、 

各警察署に、顔写真を備え、家出人を探してお

られる方に、相談所の利用を呼びかけておりま

す。 

是非、相談においでになり、身元の確認にご

協力下さる様お願いします。 

身元確認強調月間

平成3年8月 1 日～8月訂白1 

五所川原警察署 

あなたのこ家族や身内の中に

家出した方、行方が不明にな

っている方は居ませんか。 

〇あなたです きれいな街を 

つくるのは 

〇みんなの迷惑 不法投棄は 

やめましょう 

(第740号)

身元確認強調月間

広報こ・しよか.わら⑦平成3年(1991年)8月1日

じ〉受験資格

。〉警察官B (高校 ・短大卒業者)

昭和39年 4月 2日~昭和49年 4月 1[:jま

でに生れたリ:¥[-(響察官Aの受験資格を

イTする人を除く )

② 交通巡視員 昭和43年 4月 2日~昭手1149

年 4H 1 11までに生れた久 子
1>受付期間 8月19日- 9f-J9U

1>試験日 第一次10月 6日、第二次11月中

旬、故終合特発表12月中旬

1>問い合せ jj_所川原管察署総務課(宮35

2141)、各派出所・!日在所 ・青森県警察本

郎幹務課(宮0177-23-4211)

警察官募集l
|平成3年8月1日"'8月31日|

五所川原警察署

あなたのご家族や身内の中に

家出した方、行方が不明にな

っている方は居ませんか。

きれいな街を

つくるのは

oあなたです

oみんなの迷惑 不法投棄は

やめましょう

瞥察署では、 8月中「行方不明の人をさがす

相談所」 を開設しております。

o突然居なくな った

o出稼ぎに行ったまま音信が途絶えた など、

青森県では、1，043人の人達が不明 とな って おり

ます。

この中から一人でも身元の確認ができる棟、

各瞥察署に、顔写真を備え、家出人 を保し てお

られ る方に、相談所の利川 を呼びかけ ておりま

す。

是非、 相談においでになり、身元の確認に ご

協力下さる椛お腕1~、します。

市内の公園・文化碑

史跡等を紹介してい

きます

②菊ヶ丘運動公園

散歩
史跡

公園

市
街
地
の
南
に
位
置
し
、
岩

木
川
に
隣
接
し
て
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
口

l
ド
、
野
球
場
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
相
撲
場
が
あ
り
、

そ
の
東
に
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
体
育
館
、
図
書
館
と
続
き

ま
す
。
図
書
館
の
ま
わ
り
の
数
十
本

の
ポ
プ
ラ
並
木
の
木
も
れ
目
、

数
年
前
植
栽
し
た
、
花
菖
蒲
園
、

更
に
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
国

指
定
の
重
要
文
化
財
の
旧
平
山

家
へ
と
、
散
策
の
道
と
し
て
、

喜
ば
れ
て
い
ま
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。



（第740号）⑧ 広報ごしょがわら 平成 3 年（1991年）8 月 1 日 

き
 

レと 

NHKラジオ番組公開 

レ観覧申し込み 

往復ハガキ、 1 人 1 枚に、住所氏名を記入

し、 8 月20 F I吹）必着で、申しこんで下さい。 

レ申し込み先 〒030 青森市松原2-i--i 

NHK 「真打ち競演」係 

※応募多数のときは抽選となります。 

レ主催 五所川原市、NHK 

八 

映画と紙しばしョ 

レと き 8 月 9 日午前10時

ンところ 五所川原市立図書館

レ対象 小学生（大人の方も） 

レ入場料 無料 

ノ 

長者森墓地へ臨時バス運行 

レ運行日時 

月 	日 営業所発 駅前発 松島団地 墓地着 墓地発 

8 月13日 U: 00 11:15 ii: 25 ii: 40 12 :10 

8 月13日 ii: 00 14 :15 14 : 25 14 : 40 15 :10 

8 月14日 16: 00 16 :15 16 : 25 16 : 40 17 :10 

8 月15日 16 : 00 16 :15 16 : 25 16: 40 17:10 

8 月20日 i4 】 00 14 :15 14 : 25 14 : 40 15 :10 

レ運行経路（各停留戸斤停車） 

・営業F)十 駅前ー松島団土也一墓地（葬斉苑前） 

レ料金 営業戸斤～300円 駅前～280円 

松島団地～190円 

牧 伸ニさん 
牧田 博さん 

「真打ち競演」 
平成 3年 9 月 3 日（火） 

開場 午後 5 時30分 

開演 午後 6 時 

五所川原市民文化会館 

落語 古今亭園菊・古今“」り志ん駒 

漫談 牧 伸二一牧田 博 

漫才 青空球児、好児 

新 lh えつや、ひでや 

レところ

レ出演者 

川
一
 
世
 

津
軽
鉄
道
 
水
車

吟
社
 

在
り
し

日
も
こ

の
汽
車
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か
太
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大
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を
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袋
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宰
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洩

れ
日
受
け

し
碑
は
静
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渋
谷
房
子
 

ご
め
の
声
岬
の

漁
師
は

手

休
め
ず
 

敦
賀
幸
英
 

海
猫

の
影
う
す
く
と
も
声

と
ど
く
 
原

田
桂
峰
 

牛
鳴
け
ば

の
ど
か
な
る
空

袋
掛
 
大

屋
久
美
子
 

袋
掛
手

元
の
走
る
女
た
ち
 

小
野
雪
村
 

菖
緑
の
契
り

愛
し
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祈
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幸
 

」
和
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NHKラジオ番組公開

広報ごしょがわら平成3年(1991年)8月1日

「真打ち競演」
平成3年 9月3H (火)

IJトl場午後 511、子30分

開演午後引l年

fI.所川原市民文化会主y，;
部訊古今平[胡鈎・古今~-:志ん!.f，ý

漫談牧伸二・牧什!博

没..rT守空球児、 H児
新111えつや、ひでや

き[>と

[>ところ

[>出演者

博さん牧田

ノペ+。
やでひ

やっ
、X
、

仏

W
K
初

・

[>観貰申し込み

往復ハガキ、 1人 1枚に、住所氏名を記入

し、 8月20日伏)必将で、rrしこんで ドさし、o
[>申し込み先 〒030青森市松原2-1-1

N H K i点打ち競演」係

※応募多数のときは.1111選 となりますo

b主催 五所川原市、 NHK

長者森墓地へ臨時バス運行
じ〉運行日時

月 1] 営業所発 駅前発 松島団地 墓地花 墓地発

8μ1311 11 : 00 11 : 15 11 : 25 11 : 40 12: 10 

8月13日 14: 00 14: 15 14: 25 14: 40 15: 10 

8月141] 16: 00 16 : 15 16: 25 16: 40 17: 10 

8月15日 16: 00 16: 15 16: 25 16: 40 17・10

8 Ji20日 14: 00 14: 15 14: 25 14・40 15: 10 

1>運行経路 (各停留所作!j'[)

営業所ー駅前一松品f.tl地 一基地 (葬斉苑前)

1>料金 '日米戸iJi--300PJ 駅前-280JTJ

松品|封地-190円

牧

|映画と紙しばい|

bと き 8月9日午前10時

bところ 五所川原市立問書館

b対象 小学生 (大人の方も)

b入場料 無料

四

理切

津
軽
鉄
道

水
車
吟
社

在
り
し
日
も
こ
の
汽
車
音

か
太
宰
の
忌
内
山
涛
村
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大
空
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両
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げ
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袋

掛

工

藤

仙
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忌
木
洩
れ
日
受
け

し
碑
は
静
か
渋
谷
ぽ
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ご
め
の
声
岬
の
漁
師
は
手

休

め

ず

敦

賀

幸

英

海
猫
の
影
う
す
く
と
も
声

と
ど
く

原
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け
ば
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か
な
る
空

袋

掛

大

出

久

美

チ

袋
掛
手
元
の
い
い
北
る
交
た
ち

小
野
雪
村

部
緑
の
契
り
愛
し
ゃ
祈
る

幸

三
和
相
村
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虫おくり健康マラソン大会開催 

⑨平成 3 年（1991年）8 月1日 
	

広報ごしょがわら 	 （第740号） 

レ期日 平成 3 年 9 月29日 小雨決行 

レ日程 受 付 8 時30分～ 9時30分 

開 会式 9 時30分～ 9 時45分 

スタート 10時 

閉 会式 12時（予定） 

レ会場 北斗グランド及びジョギングコース周 

回 

ン種別 

1,5 COrn 小学校5.6年男女、一般女子50歳以上 

3,000rxl 中学校1.2.3年女子、二般女子40-49歳 

ク ー般男子50-59歳 同 60歳」』よ上 

4, 000rn 中学校1.2.3年男子、高校女子一 

ク ー般女子29歳まて、 同 30-39歳 

一般男子40-49歳 

6,000m 高校男子、一般男子39歳まて、 

レ表彰 ①各種別の第1位～第 3 位（賞状、メ 

ダル、盾） 

②各種別の第 4 位～第 6 位（賞状、メ 

ダル） 

③参加者全員に参加賞（T シャツ） 

レ間い合せ及び参加申し込み 五所川原市教育 

委員会 社会教育課（内線250) 

レ申し込み締切 平成 3 年 9 月10日（火） 

（定員500名でト締切らせて項きます。） 

第6回市民クラウンド・ゴルフ大会 

人気上昇中のグラウンド・ゴルフ競技会を開 

催。 ファミリーで参加してみませんか。 

レ日時 8 月25日（日）午前 9日寺～ 

レ場所 菊ケ丘運動公園 

レ競技方法 6 人1チーム 

レ参加料 Iチーム 3,000円 

D申込み締切 8 月21日（加まて、 

レ申込み及ひ弔司し、合わせ先 

五所川原市教育委員会内大会 

事務局（内線250番） 

津軽金山焼体験入門者募集 
津軽西北五地城市町村

圏協議会 

本格的に陶芸の道を志す方、大歓迎します。 

レ期間 9 月～12月（毎週土曜日午後1時～4時） 

レ場所 市内金山、津軽金山焼窯場 

D申し込み期限 8 月20日（火） 

レ募集人員 10名 

レ申し込み先 津軽金山焼窯元 松宮亮二 

(廿35-9161) 

この夏 

「アウトドアライフ即」へ参加してみよう 

小学校5年生～中学校3年生までの皆さん 、 
ーみどりがいっばいの大自然 

野外活動で、友達と楽しい共同生活を― 

レとき 平成 3 年 8 月15日（木）~8月18日（日） 

レところ 青森県立楚珠少年自然の家 

レ内容 出合いのつどい、班旗づく り、暗闇ハ 

イク、野外炊飯、テント設営（芦野公園） 

夜まつり、お男りれのつどい。 

レ参加者 小学校 5 年生～中学校 3 年生 

レ経費，小学生 5,000円 中学生 5,100円 

レくわしいことのお間い合せ 

青森県立焚珠少年自然の家（"(I)173-29-3303) 

平成 3年度法務教官募集（大学卒業程度） 

人事院・法務省 

レ受付期間 8 月19日（Ib 一 9 月 5 日（木） 

レ受験資格 ①昭和37年 4 月 2 日～昭和45年 4 , 
月 1日生（②）昭和45年 4 月 2 日以降生れで’、次 

に掲げる学校等を卒業した方、及び平成 4 年 

3 月までに次に掲げる学校等を卒業見込の方 

〇短期大学又は高等専門学校 

〇職業訓練短期大学校又は、専修学校専門課 

課（いず、れも、修業年限 2 年」こ上上） 

レ試験の区分・採用予定数 

教’ffA（リ］了り約140名 教官B（女子）約25名 

レ試験日・試験種目 

」 	金 試 験 日 試 験 種 月 解答時間 

第 1次試験 
10月 6 日旧〕 

9 :00(着J)-- 
17 】 00（終了） 

教養試験｛多枝選択式, 9 時間30分 

専門試験（多枝選択式） 2時間15分 

専門試験（記 述 式） 1時問45分 

第 2 次試験 

11月 5 日吹〕～ 
11月 7 日（村 

l第 1 次試験合格通、 
、苫り書で指定する日ノ 

人 	物 	試 	験 

身 	体 	検 	査 

身 	体 	測 	定 

レ詳細 青森少年院（胃0177-55-2341) 

⑨平成3年(1991年)8月1日 広報ごしょがわら (第740号)

第2回
虫おくり健康マラソン大会開催

l>期日 平成 3年 9月29日小雨決行

l>日程 受 付 8時30分- 91k干30分

開会式 9日、子30分-9時45分

スタート 1011寺

閉 会式 12日、子(予定)

l>会場 北斗グランド及びジョギングコース同

回

l>種別

1.5COm小学校5.6年児女、一般女チ50歳以上

:3.000m中学校l.2.3年女子、ー般会:チ40-49歳

一般男チ50-59歳問 60歳以上

4.000m 中学校l. 2.3年弘子、 r~~:j校女子

一般!，('-f-29歳まで同 30-39歳

一般弘子40-49競

6.000m高校男子、 一般男子39歳ま で

l>表彰 ①各種別の第 1位 ~第 3位 (賞状、メ

ダ Jレ、 j斤)

②各種別の第 4位~出 6位 (賞状、メ

ダル)

③参加者全品に参加m (T シャツ)
l>問い合せ及び参加申し込み 五所川原市教育

委員会社会教育課(内線250)

l>申し込み締切 平成 3年 9月10R (火)

(定品500名で締切らせて明きますJ

第6回市民グラウンド・ゴルフ大会

人気上持中のグラウンド・ゴルフ競技会を開

催。 ファミリーで参加 してみませんか。

津軽金山焼体験入門者募集
津軽西北五地城市町村

圏協議会

本格的に陶芸の道を志す方、大歓迎しますo

b期間 9月-12月(毎週土眼目午後1時-4時)

l>場所市内金山、津軽金山焼窯場

l>申し込み期限 8月20日(火)

l>募集人員 10名

l>申し込み先 津軽金山;焼窯元松宮亮 二

(ft35-9161) 

この夏
「アウトドアライ790Jへ参加してみよう
小学校5年生~中学校3年生までの皆さん

一みどりがいっぱいの大自然

野外活動で、友達と楽しい共同生活を-

l>とき 平11文3"1三8月15日(木)- 8月181=1(11) 

l>ところ Jf森県立党珠少年白然の家

l>内容 出合いのつどい、班旗づくり、時間ハ

イク、野外炊飯、テント設営(芦野公園)

夜まつり、お別れのつどし、。

l>参加者小学校 5年生~中学校 3年生

l>経費.小学生 5，0001='1 中学生 5，100Pl

bくわしいことのお問い合せ

占森県立党珠少年II然の家(宮0173-29-3303)

回』璽喝ir .:IrJ.-=苦虫~Ié

平成3年度}去務毅昌募豪(大学卒業程度)

人事院・法務省

l>受付期間 8 J-11911(JI)- 9 n 5日(木)
l>受験資格 ① I昭和37年 4月 2上1-昭和45年 4

日 1日生② 1Ii':{利45{f.4rJ 2トl以降生れで、次

に船け、る学校27Fを卒業した方、及び平成 4i:!三

3Jlま でに次に船げる下校等を卒業見込の)j

Ol-.'ljt:lJ大学Xは I'，，'Jブ長』ぷ門学校
0 職業訓練~'JWJ大宇校又は、 :匂5官修多，γ
i謀諜 (いずず‘れも、 修業年11民2{Iミ以 1:)

じ〉試験の区分・探用予定数

事文r_;'A (ソ1[.)キ勺140名 手文'広B(久子)キ勺251'，
l>試験日・試験種目

試験 試験 IJ 試験的 FI 解?抑制Hl

10Jl 6 fH日) 教i(f試験(多校選択式) 211、N1II30分

第Lx試験 9 : 00 (fil，y;) - 呼I"Jぷ験(多伎選択式) 2 11、frJIl5分
17: OO(終n呼門i試験(記述式) 1時間45分

11月5r!(大)- 人 物 ，L¥ 験

¥4¥2次，L¥験 11 JJ 7 U(杓 身 i本 検 主AL、之

(あl次l湖合的過)
iE ~，，;，トで指定「る 11 身 1本 iJliJ 

l>詳細 市森少年院 (ftOl77-55-2341)



ほけんだより 

  

 

市役所 35-2111 

  

保健環境課（内線268・272) 

I U 

こんな光景、いやですね 

レ
 

みんなの健康教室 

江渡 淳治先生 江渡 淳治先生（江渡医院長） 

レテーマ 中・高年者とスポー、ノ 

レ主 催 北五医師会・市保健協議会 

レ日 時 

8 月23日（斜午二後 

レ場 所 

市保健センター 

レ講 師 

平成 3年（1991年）8月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第740号）⑩ 

8月の栄養教室 

野菜を食べて“健劇（ワー”を充分に．ノ 

野菜をつかって薄味料理を学び、調理の工夫

で無理なく減塩していきましょう。 是非参加し

てみませんか。 

開催月日 開 催 場 所 締め切り日 

8 月23日（釘 コミュニテイセンター長橋 8 月19日卿 

8 月28日困 コミュニテイセンター七和 8 月21日困 

8 月29日困 コミュニテイセンタ一中川 8 月23日団 

8 月30日（劃 前田野目公民館 8 月26日囲 

レテーマ：栄養の知識を学び、習慣病といわれ 

る成人病を防ごう．ノ 

レ時 間：午前 9時30分～午後1時 

レ半f 金：無料 

レ持参するもの：エプロン、筆記用具、ごはん、 

みそ汁（小びんなどに入れて× 健康手帳、食 

事しらべ用紙（地区の保健協力員からもらっ 

てください。 

レ申し込み先：地区の保健協力員へ（参加申し 

込み用紙があります。 

>間い合わせ：市保健環境課（内線268番） 

r 人の命を救う 

「愛の献血」にこ協力を．ノ 

期 日 時 	間 場 

8 月12日 

（月） 

午前10時から 

正午まで 

金山 
かいどう児童館前 

（赤十字奉仕団松島分団協賛） 

午後1時から 
午後 4時まで 

白生会胃腸病院前 

8 月22日 

（木） 

午前10時から 
午前11時まで 

長富集会所前 

正午から 
午後1時15分まで 

同タ イ セ ン 前 

午後1時30分から

午後 2時30分まて、 
毘沙門 Y 字路 

午後 3時から 
午後 4時まで 

青森日産自動車掬

五所川原営業所前 

山や河川敷に、ゴミの不法

投棄はやめましよう。 

みんなで注意し、きれいな

環境をつくりましょう。 

ゴミの収集時間が変更に

なりました 

8月 1 日から 午前8時 まで

に出して下さい。 

時間を間違わないようこ協力を

お願いします。 

〇贈答品を送るとき 

簡易包装を心がけましょう 

〇買いものをするとき 

「包装は要りません」の一言が 

地球を！、〕亡ります 

コミになることを考えましよう 

平成3年(1991年)8月1日 広報ごしょがわら (第740号)⑩

ほけんだより 市役所 35-2111
保健環境課(内線268・272)

8月の栄養教室
野菜を食べて“健康J(ワー"を充分に/

野菜をつかつて薄味料理を学び、調理の工犬

で無理なく減塩していきましょう。是非参加し

てみま せんか。

開催月日 開催場所 締め切り 11

8月23日(i) コミュニティセンタ一長橋 8月19日(月)I 

8月28日(水) コミュニティセ ンタ一七和 8円21日(羽

8月29日(本) コミュニティセンター中川 8月23日(劃

8月30日(匂 前回野目公民館 8月26日(月)

[>テーマ:栄養の知識を学び、開'Wt病 といわれ
る成人病を防ごう /

[>時間 :午前 9時30分一午後 1時

[>料金:無料

[>持参するもの :エプロン、筆記同共、ごはん、

みそ汁(小びんなどに入れて)、健康手帳、食

事しら ベ用紙(地区の保健協力μからもら っ
てくださしミ。

[>申し込み先 :地区の保健協力tJ.へ(参加申し
込み用R:Li:があります。

[>問い合わせ:市保健環境課 (内線268番)

人の命を救う
「愛の献血」にご協力を/

}割J 日 fI!r R司 場 月l

午前10H、?から 金山
かし、とう 74112宣I~ ~ìíT 

8月12口 正午まで (赤卜宇奉仕問松島分団協賛)

(月) 午後 1時から 1' 1 生会 ~'ln易病院前
午後411寺まで

午前10時から 長富集会所前
午前11時まで

正午から (有)タ イセ ン i請
8 n22H 午後 1時15分まで

(木) 午後 1時30分から 民沙門 Y 字路
午後 211.1'30分まで

午後3時から 庁森日j宅白動車附
午後 4fl;fまで 五所川原常業所前

山や河川敷に、ゴミの不法
投棄はやめましょう。

みんなで注意し、きれいな

環境をつくりましょう。

iゴミの収集時聞が変更にl
なりました ・
8月1日から |午前8時 |まで
に出して下さい。

時間を間違わないようご協力を

お厚買いします。

こんな光景、いやですね

んなの健康教室
[>日時

8 H23fH俗午後 1日午

[>場所

市保健センタ -

b講師
色

江渡 d宇治先生(江渡医院長)

[>テーマ 中・ 1''';廿1主将とスポーツ

じ〉主 催 」ヒ丘医fllli会 ・市保健協議会

0贈答品を送るとき

簡易包装を心がけましょう

o買いものをするとき
「包装は要りません」の一言が
地球を守ります

一一ゴミになることを考えましょう一一
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